
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

本
市
は
、
東
海
道
ど
真
ん
中
に
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
地
理
的
条
件
を
活
か
し

て
物
流
拠
点
、
基
地
と
し
て
の
構
想
を
考

え
て
、
今
ま
で
以
上
に
工
業
立
地
を
進
め

て
は
い
か
が
か
。

首
都
圏
と
関
西
圏
の
長
距
離
運
転
に

よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

い
う
中
継
拠
点
機
能
を
持
つ
物
流
施
設

や
、
自
動
仕
分
け
、
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
先
進
的
な
物

流
施
設
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

本
市
は
、
宿
泊
施
設
が
少
な
い
。
こ

の
ま
ま
観
光
客
の
素
通
り
の
ま
ち
で
よ
い

の
か
、
宿
泊
施
設
を
考
え
て
い
る
の
か
。

観
光
交
流
客
が
約
4
6
0
万
人
で
あ

る
こ
と
に
対
し
て
、
宿
泊
数
は
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
が
滞

留
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
本
市
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

の
で
、
そ
の
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
き
た

い
。

袋
井
市
茶
文
化
資
料
館
に
関
し
て

松
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
管
理
運
営
し

て
い
る
が
、
展
示
し
て
い
る
場
所
が
狭
い

の
で
、
拡
張
が
で
き
な
い
か
。

拡
張
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
浅
羽
支

所
全
体
の
中
で
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

資
料
館
の
土
日
開
館
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

松
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か
す
会
の

皆
さ
ま
に
、
管
理
体
制
に
協
力
を
い
た
だ

く
中
で
、
検
討
も
進
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
道
の
駅
の
開
設
に
努
め
て
は
い
か
が

か
。

・
新
名
物
と
し
て
考
案
さ
れ
た
「
袋
丼
」

の
普
及
と
、
パ
ク
チ
ー
生
産
が
盛
ん
で

あ
る
こ
と
へ
の
P
R
は
。

・
浅
羽
佐
喜
太
郎
公
紀
念
碑
建
立
1
0
0

年
を
来
年
度
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
全

国
発
信
す
る
絶
好
な
機
会
を
ど
う
捉
え

る
か
。

・
レ・ロ
イ
小
学
校
と
の
今
後
の
交
流
は
。

　本会議や常任委員会などの会議は公開されており、どなたでも傍聴することができ
ます。
　事前申込みは必要ありませんので、会議当日、市役所5階の議会事務局で受付を行い、
傍聴席にお入りください。
　なお、進行により予定を変更する場合もありますので、あらかじめ議会事務局へお
問い合わせください。

傍聴のご案内
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松下コレクションの展示（浅羽支所3階）
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